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内家不利介性は鞁f械物のおよそ半数が打する機桝であ

り、白舶を也1避することで様の遺f工的多様性の締持に立献

してぃるポ和介反応は植物様によって多様な機拙が轍告

されており、アブラナ利・においては花粉喪舸の山dマー

カータンハク質SPⅡか、雌篇の糾1胞膜 1二にある受容体型キ

ナセ S黙に鮎介することで誘起される SPⅡとS郎

は多剛性が高いS遺仏 f・円{と11乎ぱれるゲノム何血颪にあり、

靴み換えが抑制される粘果、常にセットとして遺仏する

SP11と SRKの,点織は、詞ハプロタイプにおいてのみ成

立することで、Ⅱd.偲識を可能としている

SPU避伝fは、胞f体である劇タヘート剤1織で発現する

ため、花粉には辿常神賀iのSP11が行介する方で、
郁類のSP11のみ現れるという優劣竹・が兇られる紕み介わせ

も知られていた

BナαSsiι4 raPαの SP11 には、 class,1 S8, S9, S才 S52
Cla59Ⅱ S剥 S脚,S卯>S即)という複雑な優劣性関係が見
られる我々のグループのこれまでの研究から、この制御

機桝は、低分子RNAによって誘導される DNAメチル化を
介したエヒジェネティックな機"iであることが1,1らかと

なナ,ぱn さらに、複雑な優劣関係は、低分fRNA

と、その標的となる S尹Ⅱ遺仏f・座における配列羽1罰j忰に

よて説」川されるモデルを提唱した凶2

我々はこのモデルのさらなる検,」!:を進めており、劣性側
がイiする低分f・RNAに塩ノ'枇換を加え、本来標的としな

い優性仰SPⅡを抑制するかを検討した(図3)改変削低
分十RNAを導人Lた優性ホモ株について解析したその

鮎米、 SPUの発現抑制と標的領城のDNAメチル化、白家
ぶ刷介竹・の打破が鋭察されたこのことから、捉唱したモ

デルを支持する粘果が得られたと老える

約100年前に鳳団遺仏学名である R.A. Hsher

アブラナ科植物の花粉因子における低分子圈Aを
介したエビジエネティックな優劣性制御機構の解析

小林利紗笑誓学11竺四類凝大学こばやし り さ

は、 dominance modi6erか牛まれることで優劣

C1■56-1

【S8,$9, S馳, S,2}

左から

牲力川ぽれる説を拠岬1した'11"寺から現在に至るまでこの

説は介定されていたか、本研窕対象である低分fRNAは、

優劣竹を制御することから、 dominance modlner に羽1"1す
ると老えられる柚物はΠ家ボ判介性をイiすることで、染
団内の遺仏的多様竹を緋持できるその力で、1司 Sハ

プロタイプを持つ株との交雑が厳しく制1製され、交配機会
が減少するという危険性も作うこのような、遺仏的多様
性の保"と繁殖機会の翊大というコンフりクトの小で

dominance modi丘er 力訂霊まれてき丈:とε'えられる domi・

nancemodi丘erについてさらなる研究を進めることで、優

劣性のキ'源という謎に迫っていきたい

和田七夕子、小林利紗、片岡修、伊藤寿朗
右上柴博史、(右下)高山誠司
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図I Bm甜im把ルの花粉側優劣性制御にお
けるエヒジエネティ、ク機構

B. ro,α化粉1悶 fsP1Ⅱ'おい、 Sハプロタイプ1Ⅲに
複雑な優劣関係が見られる

劃タペート釧胞において、優性SPU遺伝子と連鎖す

る逆位反鞭配列から低分fRNA S加 S加2)が産小

される低分了・RNAは、劣性SPUに対しDNAメチ

ル化および発月ι抑制を'導するその粘果、花粉央

Iniには優性SP11タンハク質のみか存イ1.する
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図2 配列相同性依存的な優劣性制
御モデル

花粉IMfの優劣関係は、優性Sハプロタ

イプが持つ低分・fRNAと、劣性SPⅡ遺

仏f座に含まれる標的配列との削列扣1司

性によって.陀川jされる SJ> S2> S.,, S'
で南るとき、址も優性である S1ハプロタ
イプが持つ低分fRNAは、より劣竹1で南

るS2、 S小 SJが持つ標的配列に対し棚向
性が庇く、これらのSPUを抑制Lて優性

となる(方、最も劣竹1で南る S'では
低分了RNAは作られておらず、どの矧み

介わせにおいてもSPU を抑制しない)

2010

2016

6RNA

V

T■四ot

V

畢

SR

図3 配列相同性依存的な優劣性制
御機構モデルの検証方法

S。小来の低分fRNAは、 S-PⅡに対し
て配列扣向性か庇く、発現を抑制する

S井由来の低分f・RNAは、 SI゛9PⅡとの配
列相制性か低く、発現を抑制しない

S,が持つ低分f・RNAに堪基批換を加え、
Sn6PU との配列"i1司性を高めた故変剛
低分 f・RNA を作成したこれが、

SnspUのDNAメチル化およぴ発"ι抑制
を1「うかを検,正した

?

選
愚

k


